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博物館だより

将
軍
家
か
ら
の
拝
領
鞍

　
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
に
は
、
数
多
く
の
馬
具

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
の
が
鞍く

ら

と
鐙あ

ぶ
み

で
す
。
乗
馬
の
際
、
鞍
は
馬
の
背
に
置
い
て
座
る
た
め

の
道
具
で
、
鐙
に
は
足
を
置
き
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
将
軍
家
や
朝
廷
、
あ
る
い
は
他
の
大
名
家
と

の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
る
贈
答
の
品
と
し
て
、
名
馬
に
鞍
や

鐙
の
ほ
か
、
手た

づ
な綱

な
ど
の
道
具
一
式
を
揃
え
て
贈
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
時
に
は
、
鞍
と
鐙
、
ま
た
は
鞍
の
み
を
贈
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
寛
政
９
年
（
１
７
９
７
）
３
月
、
井
伊
家
に
対
し
、
将
軍

家
か
ら
「
桜
山
尾
白
栗
毛
馬
」
と
馬
具
一
式
が
下
賜
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
井
伊
家

11
代
の
直な

お
な
か中
が
将
軍
家
の

世
継
ぎ
で
あ
る
家い

え
よ
し慶
の
元

服
式
に
お
い
て
、
加か

か
ん冠
役

を
勤
め
た
こ
と
、
種
々
の

品
を
献
上
し
た
こ
と
に
対

す
る
返
礼
の
品
で
す
。
写

真
の
鞍
と
鐙
は
、
こ
の
と

き
に
拝
領
し
た
も
の
で
す
。

黒
漆
を
塗
っ
た
表
面
に
、

不
老
長
寿
あ
る
い
は
武

運
長
久
を
象
徴
す
る
菊

が
、
金
銀
粉
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
て
描
か
れ
て
い

ま
す
。
鞍
の
裏
に
は
、「
寛

文
二
年
（
１
６
６
２
）
五
月

三
日
」
の
年
記
と
と
も
に
、
政
也
の
名
と
花
押
が
刻
ま
れ
て

お
り
、
将
軍
家
お
抱
え
の
鞍く

ら
う
ち
し

打
師
は
、
こ
の
鞍
を
江
戸
時
代

前
期
に
活
躍
し
た
辻
山
城
守
政
也
の
作
と
鑑
定
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
鐙
に
は
年
記
も
銘
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
作
者
を

室
町
時
代
の
沼
田
上
野
介
光
延
と
す
る
鑑
定
書
が
附
属
し

て
い
ま
す
。

　
活
躍
時
期
が
異
な
る
作
者
と
判
じ
ら
れ
た
鞍
と
鐙
で
は

あ
り
ま
す
が
、
表
面
の
意
匠
は
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
確

な
時
期
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
装
飾
の
状
態
と
作
風
か

ら
、
拝
領
し
た
寛
政
９
年
よ
り
も
遡

さ
か
の
ぼる

加
飾
と
み
ら
れ
、
お

そ
ら
く
は
寛
文
２
年
以
降
に
手
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
作
品
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
装
飾
が
施
さ
れ
た
鞍

や
鐙
に
は
、
古
い
材
を
使
用
し
た
例
が
あ
り
、
井
伊
家
伝
来

の
馬
具
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。
将
軍
家
か
ら
の
拝
領

品
に
限
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
拝
領
時
期
よ
り
も
古
い
年

記
を
持
っ
て
い
ま
す
。
表
さ
れ
た
年
を
当
初
の
制
作
年
と
み

る
こ
と
に
は
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
す
が
、
少
な
く
と
も

将
軍
家
が
井
伊
家
へ
下
賜
し
た
品
は
、
同
時
代
の
作
品
で
は

な
く
古
材
を
用
い
た
も
の
を
選
ぶ
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

     【
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　
古
幡
昇
子
】

▲︎黒漆塗葵紋菊蒔絵鞍・鐙

写
真
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
展
「
武
家
の
備
え
―
井
伊
家
伝

来
の
馬
具
―
」
で
８
月
21
日
㈮
～
９
月
15
日
㈫
の
期
間
、

展
示
し
ま
す
（
９
月
１
日
㈫
は
休
館
）。

第287回

たちばな号巡回予定 し尿収集予定
問 彦根市事業公社☎ 23-4135　FAX 23-4134

9月9月

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、
9 月のたちばな号の巡回を臨時運休する場合があります。
　運行状況の確認は市立図書館ホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせください（たちばな号で貸し出し
た図書の返却期間は、次回巡回日まで延長します）。

問 彦根市立図書館☎ 22-0649　FAX 26-0300

野田山、三津、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、銀座、
中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目一部を
含む）、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、西今（松田団地）、
平田（大沢）
野田山、海瀬、幸、三津屋、野瀬、西今、西今（伊庭団地）、
須越
里根、外、野田山、八坂、須越、西今、八坂東団地、正法寺
地蔵、正法寺、小泉（開出）、山之脇、芹川（北）、宇尾、竹ケ鼻、
開出今（蔵の町団地）、八坂東団地、里根、外、開出今
地蔵、地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、後三条（上）、開出今、甘呂、
岡、東沼波（サニー団地）、橋向、芹川
大橋、元岡、芹、安清、芹中、沼波、正法寺（太平団地）、西沼波（東
部）、甘呂、清崎（東・西・清崎団地）、八坂北、地蔵
城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、
正法寺（太平団地）、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今（1部）、日夏
小泉、中藪、戸賀、大藪、日夏、賀田山（大山・小山・茂賀・小田部）
小泉、平田（南）、中藪、日夏、金沢（林・中下・長江）、田原、金田、石寺（上・
下）、上岡部、下岡部、出路
田附、東沼波、稲枝（西・東）、服部、金沢（金沢団地）、彦富、肥田、
稲部（南）、彦富（笹田団地）、野良田、金亀、元、船、旭、佐
和
上稲葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、稲部（稲部）、金沢（金沢団地）、
肥田（西肥田）、稲部（東）、鳥居本地区、彦富（笹田団地を除く）
新海、南三ツ谷、甲崎、東沼波、西沼波、鳥居本地区、古沢（佐
和山東・佐和山西）、上西川、下西川、彦富、大東、京町一丁目、
京町二丁目、京町三丁目、錦（第1部）、中央（第2・3部）、新、
立花
柳川、稲部（稲部）、稲里、平田（北・中・西）、長曽根南、後三条（下）、
東沼波、西沼波（本郷住宅）、大堀、鳥居本地区、太堂、千尋、
肥田（西肥田を除く）、古沢（東山・松縄手・沢・三ノ丸）、駅東
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、鳥居本地区、
楡、安食中、西沼波（出屋敷）、東沼波
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、大堀、
極楽寺、辻堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、蓮台寺、堀、森堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、犬方、出、葛籠
高宮、広野、犬方、出、葛籠、法士

1日㈫

2日㈬

3日㈭
4日㈮

7日㈪

8日㈫

9日㈬

10日㈭
11日㈮

14日㈪

15日㈫

16日㈬

17日㈭

18日㈮

23日㈬

24日㈭
25日㈮
28日㈪
29日㈫
30日㈬

図書館休館日
（9月）

7日㈪、14日㈪、21日（月・祝）、
22日（火・祝）、24日㈭、28日㈪

1日㈫

2日㈬

3日㈭

4日㈮

8日㈫

9日㈬

10日㈭

11日㈮

15日㈫

16日㈬

17日㈭

18日㈮

23日㈬

25日㈮

29日㈫

30日㈬

宮 田 町 山 田 神 社
ＪＡ東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館
太 平 団 地
市 民 交 流 セ ン タ ー
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟
清 崎 町 ば ん ば
Ｊ Ａ 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 町 公 民 館
亀 山 出 張 所
人 権 ・ 福 祉 交 流 会 館
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館
Ｊ Ａ 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
滋賀県営開出今団地集会所前
平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門
稲 里 町 公 民 館
みずほ文化センター前駐車場
稲 枝 駅 前
千 鳥 ケ 丘 会 館 横
小 泉 町 公 民 館
平 田 町 明 照 寺 前
大 藪 町 農 業 倉 庫
後 三 条 会 館
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社
新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館
普 光 寺 町 （ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港 屋 駐 車 場 東
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テ
ー
マ
展

武士に欠かせない馬術。馬を操るための鞍(くら)や鐙(あ
ぶみ)などの馬具は、江戸時代には武家を象徴する道具の１
つであり、時には贈答品として用いられました。本展では、
井伊家伝来の鞍・鐙はもちろん、馬を牽(ひ)く際の道具な
ども紹介します。

■【休館日のお知らせ】9月1日㈫
■ 8月18日㈫～20日㈭は、展示替えのため一部休室します。

8月21日㈮～9月15日㈫
「武家の備え ―井伊家伝来の馬具 ―」

常設展示「“ほんもの"との出会い」では、譜代
大名筆頭・井伊家に伝来した名宝を中心に80点
あまりを展示しています。

8月17日㈪まで

井伊直弼書状　安東貞信宛常
設
展
示
の
名
品

◀
金
梨
地
枝
橘
紋
蒔
絵

　
　
　
　
　
　鞍
・
鐙

あ ん ど う あ てさ だ の ぶ

世継(よつぎ)として江戸
にいる直弼が彦根藩士の安
東貞信に宛てた手紙。その

▲井伊直弼書状　安東貞信宛

文面には、国元で離れて暮
らす娘弥千代(やちよ)を心
配し、気遣う父直弼の愛情
が溢れ出ています。

彦根城博物館☎22-6100　　22-6520
http://hikone-castle-museum.jp/
開館時間　8：30～17：00（入館は 16：30まで）

FAX

■ 展示解説　8月22日㈯　14：00～14：40
    当日受付（先着25人）　場所：講堂　　解説：当館学芸員
　 無料（観覧料は別途必要）


